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論

文
薔
薇
十
字
と
ユ
ー
ト
ピ
ア

―
作
者
と
し
て
の
Ｊ
・
Ｖ
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ

シ
ュ
ル
ー
タ
ー
智
子

は
じ
め
に

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
（Johann

V
alentin

A
ndreae

一
五
八
六
〜
一
六
五
四
）
は
、『
化
学
の
結
婚
』
と

『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
と
い
う
二
つ
の
作
品
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
後
世
に
残
し
て
い
る
。
前
者
は
、
十
七
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ
し
た
「
薔
薇
十
字
団
（Rosenkreuzer

）」
の
基
本
文
書
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
日

本
で
も
種
村
季
弘
の
翻
訳一

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
日
本
に
お
い
て
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い二

が
、
ト
マ

ス
・
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
『
太
陽
の
都
』
に
な
ら
ぶ
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
の
古
典
の
座
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ
ー
エ
自
身
は
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
で
あ
り
、
彼
の
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
に
つ
い
て
も
、
モ
ア
と
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
作

品
に
比
べ
て
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
的
、
ル
タ
ー
派
的
な
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
代
表
作
で
あ
る
二
つ
の
著
作
か
ら
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
全
く
異
な
る
作
者
像
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
は
、
錬
金
術
や
ヘ
ル
メ
ス
思
想
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
や
オ
カ
ル
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
一
種
と
見
な
さ
れ
る
薔

薇
十
字
団三

の
仕
掛
け
人
と
し
て
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
像
が
あ
り
、
他
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的
、
ル
タ
ー
派
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ス
ト
と
し
て
の
ア

ン
ド
レ
ー
エ
像
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
い
か
に
し
て
一
人
の
作
者
像
を
描
き
出
す
こ
と
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が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
取
り
組
む
た
め
に
本
論
文
で
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
ア
ン
ド

レ
ー
エ
が
『
化
学
の
結
婚
』
の
執
筆
に
至
る
ま
で
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
、
伝
記
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
手
が
か
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

一
�
ア
ン
ド
レ
ー
エ
研
究
の
現
在

一
九
九
九
年
、『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
新
た
な
英
訳
を
出
版
し
た
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
関
す
る
研
究
が
進
ん

で
い
な
い
原
因
と
し
て
、
四
つ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
る四

。
第
一
の
理
由
と
し
て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
文
献
が
長
ら
く
入
手
し
難
い
状
態

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
英
語
圏
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
英
訳
の

み
で
あ
り
、
現
存
し
て
い
る
手
稿
や
出
版
当
時
の
原
本
も
希
少
で
あ
る
こ
と
が
研
究
の
広
が
り
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
。
第
二
に
、
ア
ン

ド
レ
ー
エ
が
多
く
の
作
品
を
ラ
テ
ン
語
で
執
筆
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
ラ
テ
ン
語
が
普
遍
性
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
地
方
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
」五

時
代
に
お
い
て
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
論
じ
る
際
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
好
ん
で
用
い

た
古
典
的
な
表
現
は
、
必
ず
し
も
最
適
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ラ
テ
ン
語
の
使
用
に
加
え
て
三
つ
め
の
理
由
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
文
体
の
難
し
さ
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
（Johann

Gottfried
H
erder

一
七
四
四
〜
一
八
〇
三
）
は
約
百
年
前
に
書
か
れ
た

ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
著
作
に
つ
い
て
、「
翻
訳
者
に
こ
れ
ほ
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
難
題
を
つ
き
つ
け
る
者
を
知
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、

ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
技
巧
に
富
む
文
体
と
「
十
七
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
趣
味
」
を
そ
の
難
解
さ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る六

。
ト
ン
プ
ソ
ン
が

最
後
に
挙
げ
る
問
題
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
関
心
領
域
の
広
さ
で
あ
る
。
当
時
の
知
識
層
に
お
い
て
は
例
外
的
で
は
な
い
も
の
の
、
ア
ン

ド
レ
ー
エ
が
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
今
日
で
は
細
分
化
し
た
専
門
領
域
で
個
別
に
論
じ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
多
彩
な
関
心
を
総
体
的
に
捉
え
る

こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
る
指
摘
か
ら
約
二
〇
年
の
時
を
経
て
、
現
在
で
は
、
少
な
く
と
も
先
に
挙
げ
た
第
一
お
よ
び
第
二
の
問
題
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に
つ
い
て
は
、
状
況
が
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
九
九
四
年
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
ア

ン
ド
レ
ー
エ
の
著
作
集七

で
あ
る
。
出
版
社
に
よ
る
紹
介
で
は
、
本
著
作
集
に
は
「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
よ
る
文
学
作
品
、
教
書
、
哲
学
作
品

が
全
て
収
録
さ
れ
る
ほ
か
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
時
代
、
彼
の
交
友
関
係
に
お
い
て
特
徴
的
な
折
々
の
文
書
と
弔
辞
の
中
か
ら
代
表
的
な
も

の
が
収
録
さ
れ
る
」八

と
い
う
。
特
筆
す
べ
き
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
ラ
テ
ン
語
作
品
に
つ
い
て
、
ラ
テ
ン
語
原
文
と
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
新

た
な
翻
訳
が
併
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
本
著
作
集
は
索
引
一
巻
を
含
む
全
十
九
巻
（
全
二
十
四
冊
）
と
な
る
予
定
だ
が
、
二

〇
一
八
年
二
月
現
在
、
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
十
巻
（
十
冊
）
と
ま
だ
予
定
さ
れ
て
い
る
半
数
に
も
満
た
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ア
ン
ド

レ
ー
エ
の
自
伝
や
薔
薇
十
字
文
書
、『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
な
ど
の
著
作
が
、
詳
細
な
解
説
や
新
訳
お
よ
び
そ
の
注
釈
と
と
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
利
点
で
あ
り
、
今
後
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。ま

た
、
一
次
資
料
に
関
す
る
利
用
環
境
の
向
上
と
い
う
点
で
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
公
図
書
館
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
（
一
五
八
六
〜
一
六
五
四
）
往
復
書
簡
の
公
開
」九

も
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
近
世
書
簡
オ
ン
ラ
イ
ン
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト十

と
の
共
同
作
業

に
よ
り
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
書
簡
約
五
千
六
百
通
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
人
名

は
実
に
五
百
名
以
上
に
の
ぼ
り
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
を
と
り
ま
く
交
友
・
交
際
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
と

思
わ
れ
る
。

研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
研
究
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
生
誕
二
百
年
と
生
誕
四
百
年
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
誕
二
百
年
に
あ
た
る
一
七
八
六
年
に
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
が
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
翻
訳
作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー十

一

を
編

纂
し
て
お
り
、「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
生
涯
と
著
作
を
忘
却
と
「
異
端
視
」
か
ら
救
い
出
す
」
こ
と
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、「
ア
ン
ド
レ
ー

エ
研
究
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
舞
台
を
作
り
出
し
た十

二

。
な
お
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
自
伝
は
、
一
七
九
九
年
に
な
っ
て
初
め
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て
、
ド
イ
ツ
語
訳
に
て
出
版
さ
れ
て
い
る十

三

。

生
誕
四
百
年
を
記
念
す
る
一
九
八
六
年
に
は
、
カ
ル
フ
を
中
心
と
す
る
記
念
行
事
と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
図
書
館

（Bibliotheca
Philosophica

H
erm

etica

）
主
催
に
よ
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
タ
ロ
グ十

四

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
後
者
の
展
覧
会
に
お
け
る
カ
タ
ロ
グ
の
編
纂
者
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
図
書
館
司
書
の
ギ
リ
ー
（CarlosGilly

）
が
中
心
と
な

り
、
一
九
九
五
年
に
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
公
図
書
館
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
薔
薇
十

字
運
動
に
関
す
る
展
覧
会
「
十
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
現
象
と
し
て
の
薔
薇
十
字
」、
な
ら
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ十

五

に
は
三
百
を
優
に
超
え
る
図
版
と
詳
細
な
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
展
覧
会
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
の

論
文
集
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
な
ど
に
基
づ
い
た
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
を
含
む
薔
薇
十
字
運
動
研
究
の
進
展
を
伺

う
こ
と
が
で
き
る十

六

。
そ
の
他
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
、
デ
ュ
ル
メ
ン
（Richard

van
D
ülm

en

）十
七

、
モ
ン
ト

ゴ
メ
リ
ー
（John

W
.M

ontgom
ery

）十
八

、
ト
ン
プ
ソ
ン十

九

ら
に
よ
る
翻
訳
お
よ
び
研
究
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た

ブ
レ
ヒ
ト
（M

artin
Brecht

）二
十

に
よ
る
伝
記
な
ど
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
つ
い
て
は
彼
自
身
が
研
究
の
中
心
に
置
か
れ
る
と
い
う
よ
り

は
、
特
定
の
文
脈
に
お
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
文
脈
の
一
つ
が
薔
薇
十
字
運
動
で
あ
り
、
も
う
一

つ
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
お
い
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
�
薔
薇
十
字
運
動
と
ア
ン
ド
レ
ー
エ

薔
薇
十
字
運
動
は
、
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
現
代
も
な
お
そ
の
脈
絡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
、
広
範
な
宗
教
的
・
思
想
的
系
譜
を
そ
の
概

念
の
下
に
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
発
端
と
な
っ
た
文
献
、
す
な
わ
ち
、
三
十
年
戦
争
（
一
六
一
八
〜
一
六
四
八
）
を
目
前
に
控
え
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る
ド
イ
ツ
に
登
場
し
た
、
三
つ
の
文
献

二
十
一

を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

（
1
）
薔
薇
十
字
運
動
の
発
端

二
十
二

最
初
の
文
書
は
、
一
六
一
四
年
三
月
に
ド
イ
ツ
の
カ
ッ
セ
ル
で
出
版
さ
れ
た
「
賞
賛
に
値
す
る
薔
薇
十
字
の
結
社
で
あ
る
友
愛
団
の
名

声
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
学
者
と
統
治
者
に
捧
ぐ（Fam

a
Fraternitatis,des

Löblichen
O
rdens

des
Rosenkreuzes,an

alle

gelehrten
und

H
äupter

Europae

）」（
以
下
「
名
声
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、「
全
世
界
の
普
遍
的
か
つ
総
体
的
改
革
」

と
題
さ
れ
た
作
品

二
十
三

の
付
録
と
し
て
、
ハ
ス
ル
マ
イ
ア
ー
（A

dam
H
aslm

ayr

）
と
い
う
人
物
に
よ
る
「
賞
賛
に
値
す
る
薔
薇
十
字
の
神

智
学
者
に
よ
る
兄
弟
団
へ
の
応
答
」
と
い
う
書
簡
と
と
も
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
応
答
」
は
す
で
に
一
六
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、「
名
声
」
自
体
も
一
六
一
四
年
以
前
に
写
本
の
形
で
出
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

二
十
四

。

「
名
声
」
で
は
、
薔
薇
十
字
友
愛
団
の
「
首
長
に
し
て
創
立
者
、
か
つ
て
熱
烈
な
る
信
徒
に
し
て
聖
職
者
、
碩
学
た
る
ド
イ
ツ
人
」

二
十
五

ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
伝
記
と
、
そ
の
友
愛
団
設
立
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
諸
兄
」
に

向
け
て
、「
名
声
」
の
書
き
手
を
含
む
友
愛
団
の
第
三
世
代
が
発
見
し
た
と
い
う
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
墓
を
探
し
て
み
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
「
名
声
」
に
書
か
れ
た
内
容
を
検
討
し
、
各
自
の
意
見
を
公
開
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
な
お
、
友
愛
団
に
入
団
し
て
は

い
な
い
も
の
の
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
と
同
様
に
学
ん
だ
人
物
と
し
て
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
（Paracelsus

（
本
名T

heophrastus
von

H
o-

henheim

）、
一
四
九
三
〜
一
五
四
一
）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
発
見
さ
れ
た
地
下
室
に
も
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
著
作
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。

「
名
声
」
が
出
版
さ
れ
た
翌
年
の
一
六
一
五
年
、
同
じ
く
カ
ッ
セ
ル
に
て
、
第
二
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
る
「
友
愛
団
の
告
白
（Con-

fessio
Fraternitatis

）」（
以
下
「
告
白
」
と
す
る
）
が
出
版
さ
れ
る
。
冒
頭
の
説
明
に
よ
る
と
、
先
の
「
名
声
」
は
断
じ
て
「
で
っ
ち

上
げ
の
産
物
」
で
は
な
い
が
、「
あ
ま
り
に
も
深
く
秘
匿
さ
れ
た
も
の
」
が
あ
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
学
者
た
ち
に
向
け
て
、「
こ
こ
に
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少
々
補
足
し
て
わ
か
り
や
す
く
詳
述
し
て
お
く
」
た
め
に
「
告
白
」
が
書
か
れ
た
と
い
う

二
十
六

。
そ
し
て
、「
偽
錬
金
術
」
に
対
す
る
警
告

と
、「
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
条
告
白
を
な
し
、
教
皇
を
断
罪
し
、
真
の
哲
学
者
た
ち
に
左
担
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
生
活
を
実
行
」
し
て

い
る
人
び
と
に
向
け
た
、
薔
薇
十
字
の
友
愛
団
へ
の
加
入
の
呼
び
か
け

二
十
七

に
よ
っ
て
、「
告
白
」
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

さ
ら
に
続
く
一
六
一
六
年
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
出
版
社
か
ら
、『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
化
学
の
結
婚
。
一
四

五
九
年
（Chym

ische
H
ochzeit:ChristianiRosencreütz.A

nno
1469

）』（
以
下
『
化
学
の
結
婚
』
と
す
る
）
と
題
す
る
作
品
が

出
版
さ
れ
た
。
先
の
「
名
声
」
と
「
告
白
」
が
、
友
愛
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
友
愛
団
と
そ
の
始
祖
で
あ
る
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
に
つ
い

て
の
紹
介
、
な
ら
び
に
同
時
代
人
へ
の
呼
び
か
け
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
化
学
の
結
婚
』
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ

ツ
自
ら
に
よ
る
一
人
称
小
説
の
形
式
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
物
語
で
は
、
招
待
を
受
け
た
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
が
王
家
の
結
婚
式
に
参
加

す
る
ま
で
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
創
世
記
に
お
け
る
神
の
創
造
に
倣
う
七
日
間
の
出
来
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
メ
ン
に

よ
る
と
、『
化
学
の
結
婚
』
は
「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
よ
る
最
も
有
名
で
最
も
普
及
し
た
著
作
」
で
あ
り
、「
き
わ
め
て
多
様
に
受
容
さ
れ

﹇
…
﹈、
錬
金
術
師
も
薔
薇
十
字
団
員
も
、
人
智
学
者
も
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
も
、
自
分
た
ち
の
秘
儀
﹇Esoterik

﹈
に
関
わ
る
文
書
か
つ

源
泉
と
し
て
評
価
」

二
十
八

す
る
作
品
と
な
っ
た
。

（
2
）
反
響

こ
れ
ら
一
連
の
薔
薇
十
字
文
書
に
対
す
る
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
最
初
の
「
名
声
」
が
出
版
さ
れ
る
と
間
も
な
く
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

書
籍
市
場
に
文
字
通
り
書
物
が
氾
濫
」

二
十
九

し
、「
薔
薇
十
字
団
に
賛
同
も
し
く
は
反
対
す
る
二
百
以
上
の
文
書
が
一
六
一
四
年
か
ら
一
六
二

〇
年
の
あ
い
だ
に
現
わ
れ
、
十
八
世
紀
の
初
頭
ま
で
に
は
お
よ
そ
九
百
の
文
書
が
数
え
ら
れ
る
」

三
十

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
文

書
に
は
、
著
者
の
名
前
が
記
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
み
、
匿
名
あ
る
い
は
偽
名
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、

薔
薇
十
字
文
書
を
「
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
と
邪
悪
極
ま
り
な
い
魔
術
」
と
批
判
す
る
医
師
や
、
薔
薇
十
字
団
員
を
「
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ク
フ
ェ
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ル
ト
主
義
者
、
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
主
義
者
、
狂
信
者
、
再
洗
礼
派
、
偽
装
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
自
由
思
想
家
、
無
神
論
者
、
さ
ら
に
は
害

虫
」
と
批
判
す
る
神
学
者
た
ち
が
お
り
、
あ
る
い
は
薔
薇
十
字
団
員
を
「
冬
王
」、
す
な
わ
ち
プ
フ
ァ
ル
ツ
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
の
加

担
者
と
し
て
批
判
す
る
者
も
い
た

三
十
一

。
ま
た
他
方
、「
名
声
」
と
と
も
に
出
版
さ
れ
た
ハ
ス
ル
マ
イ
ア
ー
の
「
応
答
」
の
よ
う
に
、
薔
薇
十

字
文
書
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
賛
同
す
る
者
た
ち
が
数
多
く
登
場
し
た
。
ハ
ス
ル
マ
イ
ア
ー
は
熱
心
な
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
者
で
錬
金
術

師
だ
っ
た
が
、
他
に
も
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
派
の
医
者
や
神
秘
的
な
傾
向
を
持
つ
神
学
者
、
あ
る
い
は
単
に
好
奇
心
を
持
っ
た
エ
リ
ー
ト
た

ち
が
、
薔
薇
十
字
文
書
の
呼
び
か
け
に
積
極
的
に
応
え
た
。
こ
の
種
の
著
作
を
発
表
し
た
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
素
養

の
あ
る
知
識
人
た
ち
で
、
さ
ら
に
山
師
や
い
か
さ
ま
師
の
類
も
便
乗
し
た
の
で
あ
っ
た

三
十
二

。

こ
う
し
た
反
響
は
ド
イ
ツ
以
外
の
国
々
に
も
広
が
る
と
共
に
、
薔
薇
十
字
団
は
実
在
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
文
書
は
誰
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題

三
十
三

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
飛
び
交
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
�
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
と
ア
ン
ド
レ
ー
エ

薔
薇
十
字
騒
動
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
一
六
一
九
年
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
に
関
す
る
記
述
（Reipublicae

Christianopolitanae
descriptio

）』
三
十
四（

以
下
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
と
す
る
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で

書
か
れ
た
古
典
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
一
五
一
六
年
）、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ

の
『
太
陽
の
都
』（
一
六
〇
二
年
執
筆
、
一
六
二
三
年
出
版
）
に
な
ら
ぶ
三
大
ユ
ー
ト
ピ
ア
作
品
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は

ま
ず
、『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
こ
の
作
品
に
対
す
る
評
価
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』

物
語
は
、
あ
る
ひ
と
を
探
し
て
虚
し
く
さ
ま
よ
っ
た
「
私
」
が
、
か
つ
て
敵
対
的
な
扱
い
を
受
け
た
「
学
問
の
海
」
に
も
う
一
度
出
る
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こ
と
を
決
心
し
、「
空
想
の
船
」
に
乗
り
込
む
場
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
船
が
難
破
し
、
木
切
れ
に
つ
か
ま
っ
て
泳
い
だ
「
私
」
は
、
あ

る
島
に
漂
着
す
る
。
唯
一
身
に
つ
け
て
い
た
衣
服
を
乾
か
し
て
い
る
と
、
島
の
住
人
が
や
っ
て
来
て
、「
私
」
の
状
況
に
同
情
し
、
都
に

案
内
す
る
。
都
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
嘆
す
る
「
私
」
に
向
か
っ
て
案
内
人
は
、「
世
間
で
辛
い
思
い
を
し
、
居
場
所
を
失
く
し
て
い
た
善

人
た
ち
が
、
こ
の
島
に
た
ど
り
着
き
、
真
実
と
善
の
故
郷
と
し
て
そ
の
都
を
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
」
と
命
名
し
た
の
だ
」
と
説
明

す
る
。
そ
の
後
「
私
」
は
、
異
邦
人
に
対
す
る
三
つ
の
試
験
を
受
け
た
後
に
、
従
者
を
与
え
ら
れ
て
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
を
見
学

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。

以
上
の
冒
頭
部
分
を
含
め
て
、
作
品
は
一
〇
〇
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
後
に
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
読
者
へ
の
挨
拶
「
ご

き
げ
ん
よ
う
、
キ
リ
ス
ト
者
の
読
者
諸
君
！
（Salve,

Lector
Christiane

）」
と
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
か
ら
の

旅
立
ち
と
再
訪
の
誘
い
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
巡
り
な
が
ら
、
産
業
や
市
民

の
生
活
に
つ
い
て
観
察
し
た
様
子
や
、
住
民
と
の
会
話
の
内
容
が
順
を
追
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
に
と
っ
て
既
知
の
社

会
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
前
者
に
対
す
る
批
判
と
後
者
の
優
越
性
の
強
調
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。

（
2
）『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
に
対
す
る
評
価

そ
れ
で
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
の
系
譜
に
お
い
て
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
技
術
史
的
な
観
点
か
ら
の
文
明
批
評
を
展
開
し
た
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
（Lew

is

M
um

ford

一
八
九
五
〜
一
九
九
〇
）
は
、
一
九
二
二
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
系
譜
（T

he
Story

of
U
topias

）』
で
、

プ
ラ
ト
ン
、
モ
ア
に
続
い
て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
ア
ン
ド
レ
ー

エ
が
「
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
説
教
口
調
で
だ
ら
だ
ら
と
持
論
を
披
瀝
」
し
、「
と
り
わ
け
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
論
争
の
火
種
と
な
っ
て
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い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
た
く
だ
り
な
ど
は
退
屈
に
感
じ
ら
れ
る
」
た
め
、「
そ
の
長
口
舌
に
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
」

三
十
五

と
す
る
一
方
で
、「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
を
描
写
し
た
部
分
で
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
洞
察
は
深
く
、
そ
の
見
解
は
健
全

で
、
そ
の
提
案
は
合
理
的
」
で
あ
っ
て
、「
時
代
と
環
境
を
三
百
年
も
先
取
り
し
た
よ
う
に
思
え
る
斬
新
な
考
え
」
や
、「
そ
の
す
ぐ
れ
た

知
性
と
公
平
無
私
な
態
度
の
お
か
げ
で
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
は
そ
れ
以
後
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
た
ち
が
押
し
つ
け
て
く
る
退
屈
な
旅

行
ガ
イ
ド
風
の
描
写
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
」

三
十
六

と
絶
賛
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
と
っ
て
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

都
市
の
姿
を
描
い
た
の
は
、
ル
タ
ー
派
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
」

三
十
七

な
の
で
あ
る
。

モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
出
版
五
〇
〇
年
を
機
に
、
二
〇
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
シ
ョ
ル
デ
レ
（T

hom
as

Schölderle

）
の
『
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
歴
史
』

三
十
八

で
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
か
ら
二
十
世
紀
の
作
品
ま
で
、
各
時
代
の
代
表
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
作
品
が
扱
わ
れ
て
い

る
が
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
近
世
ま
で
」
と
題
す
る
章

三
十
九

で
扱
わ
れ
る
の
は
三
作
品
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
『
太
陽
の
都
』、
ベ
ー
コ
ン
の

『
ニ
ュ
ー
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
に
加
え
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
で
あ
る
。
シ
ョ
ル
デ
レ
に
よ
る
と
、
か
つ
て

は
「（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
）
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
に
よ
る
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
『
太
陽
の
都
』
の
味
気
な
い
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
」
と
揶
揄

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
だ
が
、
す
で
に
長
ら
く
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
と
ベ
ー
コ
ン
の
古
典
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
並
ぶ

位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
や
シ
ュ
テ
ィ
ブ
リ
ン
（K

asper
Stiblin

）
四
十

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
に
依
拠
す
る

部
分
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
先
行
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
異
な
っ
て
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
敬

か
つ
道
徳
的
な
教
え
」
を

中
心
に
据
え
る
点
が
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
特
徴
で
あ
り
、
理
想
社
会
の
理
論
や
実
践
的
な
手
引
き
と
い
う
よ
り
も
、「
寓
意

的
な
イ
メ
ー
ジ
や
モ
チ
ー
フ
の
形
を
と
っ
て
語
ら
れ
る
教
育
学
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
と
い
う

四
十
一

。

な
お
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
合
理
性
や
先
進
性
を
評
価
し
、
シ
ョ
ル
デ
レ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
特
徴
や
教
育
学
的
側

面
を
強
調
す
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
と
薔
薇
十
字
運
動
と
の
つ
な
が
り
に
触
れ
て
い
な
い
点
で
共
通

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
連
関
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
史
を
描
く
上
で
は
不
必
要
な
情
報
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
論
文
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の
関
心
か
ら
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

四
�
ア
ン
ド
レ
ー
エ
と
は
誰
か

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
化
学
の
結
婚
』
と
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
は
薔
薇
十
字
運
動
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
と
い
う
二

つ
の
異
な
る
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
。
で
は
い
っ
た
い
、
こ
の
二
つ
の
作
品
を
執
筆
し
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
と
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
の

か
。
本
節
で
は
こ
の
問
い
の
手
が
か
り
を
得
る
た
め
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
伝
記
を
概
観
し
た
後
、
両
作
品
が
執
筆
さ
れ
る
間
に
起
こ
っ
た

あ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）
生
涯

四
十
二

ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
一
五
八
六
年
八
月
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
国
の
ヘ
レ
ン
ベ
ル
ク
で
生
ま
れ
た
。
祖
父
ヤ
ー
コ
プ
（Jakob

A
n-

dreae

一
五
二
八
〜
一
五
九
〇
）
は
、「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ル
タ
ー
」
の
異
名
を
と
る
ル
タ
ー
派
の
有
力
な
聖
職
者
で
、
ル
タ
ー
派

内
部
で
の
論
争
を
収
拾
さ
せ
る
目
的
で
ま
と
め
ら
れ
た
一
致
信
条
（
一
五
七
七
年
）
の
起
草
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
祖
父
ヤ
ー
コ
プ
と

同
じ
く
ル
タ
ー
派
の
聖
職
者
と
な
っ
た
父
ヨ
ハ
ネ
ス
（Johannes

A
ndreae

一
五
五
四
〜
一
六
〇
一
）
は
、
若
く
し
て
教
会
の
要
職

に
就
き
、
地
元
の
知
事
の
娘
で
、
後
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
母
と
な
る
マ
リ
ア
と
結
婚
し
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
ス
は
結
婚
後
ほ
ど
な
く
し
て

病
に
倒
れ
、
一
六
〇
一
年
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
五
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
。
も
と
も
と
病
弱
だ
っ
た
と
い
う
父
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
伝

記
に
お
い
て
あ
ま
り
存
在
感
が
な
い
が
、
建
築
家
や
鍛
冶
職
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
や
、
数
学
、
錬
金
術
、
芸
術
へ
の
関
心
は
、
ア
ン
ド

レ
ー
エ
に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
母
マ
リ
ア
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
療
養
中
に

は
、
父
の
世
話
を
し
て
い
た
医
学
生
か
ら
、
医
術
お
よ
び
薬
学
の
知
識
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
父
の
死
後
、
一
六
〇
一
年
に
マ
リ
ア
は

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
居
を
移
し
、
自
ら
宮
廷
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
家
計
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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転
居
の
翌
年
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
の
学
業
を
開
始
し
、
一
六
〇
三
年
に
学
士
号
、
一
六
〇
五
年
に
は
修
士
号

を
得
る
。
し
か
し
、
一
六
〇
七
年
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
後
述
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
原
因
で
学
業
を
中
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

大
学
で
の
学
業
を
再
開
し
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
一
六
一
四
年
に
博
士
号
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
近
郊
の
フ
ァ

イ
ヒ
ン
ゲ
ン
で
副
牧
師
の
職
を
得
た
。
ま
た
同
年
、
牧
師
の
娘
ア
グ
ネ
ス
と
結
婚
す
る
。

職
と
伴
侶
を
得
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
そ
の
後
、
聖
職
者
と
し
て
の
地
位
を
着
実
に
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
六
二
〇
年
に
カ

ル
フ
の
教
区
監
督
、
一
六
三
九
年
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
宮
廷
牧
師
お
よ
び
宗
教
局
参
事
を
務
め
、
一
六
五
〇
年
に
は
ベ
ー
ベ
ン
ハ

ウ
ゼ
ン
の
修
道
院
長
兼
監
督
長
と
な
っ
た
。
一
六
五
四
年
、
七
七
歳
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
ア
ー
デ
ル
ベ
ル
ク
の
修
道
院
長
兼
監
督
長
に

就
任
す
る
が
、
同
年
六
月
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
て
没
し
た
。

（
2
）『
化
学
の
結
婚
』
の
執
筆

で
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
薔
薇
十
字
運
動
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
薔
薇
十
字
運
動
の
発
端
と
な
っ
た

「
名
声
」、「
告
白
」、『
化
学
の
結
婚
』
の
う
ち
、『
化
学
の
結
婚
』
に
つ
い
て
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
自
身
が
自
ら
著
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
自
伝
に
よ
る
と
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
す
で
に
一
六
〇
二
〜
一
六
〇
三
年
頃
、
す
な
わ
ち
十
六
、
七
歳
の
頃
か
ら
創
作
を
始
め
て

い
た
と
い
う

四
十
三

。
そ
こ
で
の
説
明
に
よ
る
と
、
喜
劇
作
品
を
二
つ
執
筆
し
た
後
に
、
さ
ら
に
二
つ
の
作
品
を
執
筆
し
た
が
そ
れ
ら
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
、
ま
だ
手
元
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
し
て
、『
化
学
の
結
婚
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ン
ド

レ
ー
エ
が
自
ら
の
生
涯
を
年
表
形
式
で
ま
と
め
た
著
作
の
な
か
で
は
、『
化
学
の
結
婚
』
を
執
筆
し
た
の
が
一
六
〇
五
年
と
記
さ
れ
て
お

り
四
十
四

、
本
作
品
は
い
ず
れ
に
せ
よ
一
六
〇
七
年
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

四
十
五

。

そ
の
当
時
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
は
、
ル
タ
ー
派
の
正
統
的
な
神
学
が
支
配
的
な
影
響
力
を
持
つ
一
方
で
、
神
学
部
以
外
の
学
部

や
大
学
の
外
部
で
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
派
の
医
学
が
流
行
し
、
新
た
な
自
然
科
学
が
胎
動
し
て
い
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
自
身
も
、
標
準
的
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な
神
学
生
と
し
て
正
統
派
の
神
学
を
学
び
な
が
ら
、
並
行
し
て
法
学
部
と
医
学
部
の
講
義
も
聴
講
し
て
い
た

四
十
六

。
さ
ら
に
、
高
名
な
祖
父
の

人
脈
の
恩
恵
も
あ
っ
て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
多
彩
な
教
授
達
と
の
親
交
を
深
め
て
い
る
。
特
に
、
著
名
な
法
学
者
で
あ
っ
た
ベ
ゾ
ル
ト

（Christoph
Besold

一
五
七
七
〜
一
六
三
八
）
と
は
親
し
い
関
係
に
な
り
、
多
様
な
分
野
か
ら
収
集
さ
れ
た
蔵
書
四
千
冊
を
有
す
る

ベ
ゾ
ル
ト
の
図
書
室
に
立
ち
入
り
も
許
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
大
学
の
外
で
も
、
錬
金
術
師
や
終
末
論
者
た
ち
な
ど
と
の
交
際
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
を
中
心
と
す
る
師
や
友
人
た
ち
と
の
議
論
と
、
広
範
か
つ
熱
心
な
読
書
か
ら
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ

は
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
遍
歴

し
か
し
一
六
〇
七
年
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
あ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
り
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
の
学
業
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
自
伝
で
は
、
自
分
が
大
学
の
重
要
人
物
に
気
に
入
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
潤
沢
な
奨
学
金
を
受
け
て
い
た
が
た

め
に
「
私
を
ほ
と
ん
ど
破
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
黒
い
嵐
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
を
含
む
複
数
の
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
が

エ
ン
ツ
リ
ン
（M

atthäus
Entzlin

）
と
い
う
人
物
の
怒
り
を
買
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
件
が

あ
っ
た
の
か
は
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

四
十
七

。
現
在
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
る
「
黒
い
嵐
」
と
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

の
書
記
局
長
（K

anzler

）
で
法
学
教
授
で
も
あ
っ
た
エ
ン
ツ
リ
ン
の
家
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
た
際
、
花
嫁
の
品
行
を
疑
問
視
さ
せ
る
よ

う
な
風
刺
文
書
が
出
回
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

四
十
八

。
そ
の
文
書
を
作
成
し
た
犯
人
と
し
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
も
嫌
疑
が
か

か
っ
た
が
、
彼
は
読
者
と
し
て
そ
の
文
書
を
面
白
が
っ
て
読
み
、
他
の
友
人
へ
と
回
し
た
だ
け
だ
と
証
言
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
犯
人
の
特

定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
と
犯
人
探
し
は
一
六
〇
七
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
へ
の
嫌
疑
も
一

応
は
晴
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
彼
は
大
学
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
一
六
〇
七
年
か
ら
一
六
一
四
年
ま
で
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
い
わ
ば
遍
歴
の
時
代
に
入
る
。
貴
族
の
子
息
の
随
伴
者
と
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し
て
、
あ
る
い
は
一
人
で
、
ド
イ
ツ
各
地
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
パ
リ
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
の
各
都
市
を
旅
行
し
、

旅
に
出
て
い
な
い
間
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
近
郊
で
家
庭
教
師
を
務
め
る
な
ど
し
て
い
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
こ
う
し
た
旅
行
を
通
じ
て

新
た
に
多
く
の
知
己
を
得
る
と
同
時
に
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
の
付
き
合
い
も
継
続
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
間
、
法
学
者
で
あ
り
パ
ラ
ケ

ル
ス
ス
派
の
医
師
で
も
あ
っ
た
ヘ
ス
（T

obias
H
ess

一
五
五
八
〜
一
六
一
四
）
と
の
関
係
を
深
め
、
ア
ー
ン
ト
（Johann

A
rndt

一
五
五
五
〜
一
六
二
一
）
の
著
作
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

「
名
声
」
と
「
告
白
」
は
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
遍
歴
時
代
に
生
ま
れ
た
文
書
で
あ
る
と
現
在
で
は
考
え
ら
れ
て
い

る
。『
化
学
の
結
婚
』
と
は
異
な
り
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、「
名
声
」
に
つ
い
て
も
「
告
白
」
に
つ
い
て
も
、
一
度
も
作
者
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
認
め
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
ヘ
ス
を
取
り
巻
く
友
人
グ
ル
ー
プ
が
、
両
文
書
を
生
ん
だ

母
体
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
両
文
書
の
作
成
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
誰
よ
り
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る

四
十
九

。
薔
薇
十
字
文
書
が
出
版
さ

れ
た
一
六
一
四
年
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
遍
歴
時
代
を
終
え
た
の
と
同
じ
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
イ
ヒ
ン
ゲ
ン
で
副
牧
師
を
務
め

て
い
た
一
六
二
〇
年
ま
で
の
間
、
作
家
と
し
て
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
最
も
多
産
な
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
薔
薇
十
字
文
書
の
生
み
の
親
と
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
と
し
て
名
高
い
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
著
者
と
い
う
、

ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
二
つ
の
作
品
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
身
に
起
こ
っ
た
出

来
事
に
焦
点
を
当
て
、
両
作
品
が
誕
生
し
た
背
景
を
探
っ
て
き
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
一
人
の
作
者
像
へ
と
収
斂

さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
本
論
文
に
よ
り
い
く
つ
か
の
論
点
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
三

点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ
め
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
証
言
に
関
す
る
課
題
で
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
は
、
薔
薇

十
字
運
動
に
対
し
て
、
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
が
文
字
通
り
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
偽
装
さ
れ
た
も
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の
か
、
実
際
の
証
言
と
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
二
つ
め
は
著
作
の
内
容
に
関
し
て
、

薔
薇
十
字
文
書
と
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
内
容
を
比
較
し
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
三
つ
め
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
周
辺
の
証
言
を
検
証
す
る
と
い
う
課
題
で
あ
り
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
を
め
ぐ
る
思
想
的
な
影
響
関
係
（
べ

ゾ
ル
ト
、
ヘ
ス
ら
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
な
か
で
、
薔
薇
十
字
運
動

と
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
描
き
直
す
こ
と
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
必
要
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一

ヨ
ー
ハ
ン
・
Ｖ
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
『
化
学
の
結
婚
』
種
村
季
弘
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
三
年
（
普
及
版
二
〇
〇
二
年
）。
な
お
、
以
下

の
翻
訳
も
存
在
し
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
「
化
学
の
婚
礼
」『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
著
作
集

第
一
六
巻
』
中
井
章
子
訳
、
教
文
館
、
一

九
九
三
年
、
一
一
三
〜
二
二
七
頁
。

二

た
だ
し
、
以
下
の
論
文
で
は
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
副
島
美
由
紀
「
Ｊ
・
Ｖ
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
―
薔
薇

十
字
・
敬

主
義
・
啓
蒙
主
義
を
繋
ぐ
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究
一
〇
九
、
二
〇
〇
五
年
、
十
七
〜
四
八
頁
。
ま
た
都
市
構
造

や
建
築
に
焦
点
を
当
て
た
紹
介
と
し
て
、
以
下
の
報
告
が
あ
る
。
丸
山
純
「
理
想
都
市
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
の
形
態
と
著
者
Ｊ
・
Ｖ
・
ア

ン
ド
レ
ア
の
思
想
と
の
関
係
」
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
第
三
五
〇
号
、
一
九
八
五
年
、
八
六
〜
九
四
頁
。

三

十
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
薔
薇
十
字
運
動
の
発
端
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
の
展
開
を
概
観
し
た
『
薔
薇
十
字
団
』
を
執
筆
し
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ

シ
ュ
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「「
薔
薇
十
字
団
」
と
い
う
言
葉
が
英
語
の
語
彙
に
入
っ
て
以
来
、
相
当
長
い
時
間
が
経
過
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
、
ま
た
混
乱
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
い
。
薔
薇
十
字
団
は
二
十
世
紀
の
オ
カ
ル
ト
・
グ

ル
ー
プ
の
同
意
語
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
錬
金
術
と
関
連
す
る
も
の
、
ヘ
ル
メ
ス
学
の
探
求
を
表
す
曖
昧
模
糊
と
し
た
包
括
的
な
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擁
護
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
や
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
よ
う
に
、
特
殊
な
教
義
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
場
合
も

あ
る
。」（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
『
薔
薇
十
字
団
』
吉
村
正
和
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四

頁
）

四

Johann
V
alentin

A
ndreae:Christianopolis.

Introduced
and

translated
by

Edw
ard

H
.T

hom
pson.D

ordrecht:K
luw

er

A
cadem

ic
Publishers,1999,p.xvf.

五

ibid.,p.xvi.

六

Joh.
V
al.

A
ndreae

D
ichtungen

zur
Beherzigung

unsers
Zeitalters:M

it
einer

V
orrede

von
J.

G
.
H
erder.

Ü
bersetzt

von

K
arl

Gottlob
Sonntag

.Leipzig
:Göschen,1786.(http

://w
w
w
.m

dz-nbn-resolving.de/urn/resolver.pl?urn=urn
:nbn

:de
:

bvb
:12-bsb10104634-2

（
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
閲
覧
））ヘ
ル
ダ
ー
に
よ
る
序
文
は
以
下
の
書
籍
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。H

erder
Johann

Gottfried
;O

tto
Regine

(H
rsg.).D

enkm
ale

und
R
ettungen

:literarische
Porträts.1.A

ufl.Berlin
;W

eim
ar:A

ufbau-V
erlag,

1978,S.147-156.

七

Johann
V
alentin

A
ndreae:G

esam
m
elte

Schriften.H
rsg.von

Bernd
Roling

und
W

ilhelm
Schm

idt-Biggem
ann,Stuttgart-

Bad
Cannstatt:From

m
ann-H

olzboog,19
Bde.,1994ff.

八

https://w
w
w
.from

m
ann-holzboog.de/editionen/1209?lang=de

（
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
閲
覧
）

九

Erschlie
ung

des
Briefw

echsels
von

Johann
V
alentin

A
ndreae

(1586-1654).http
://w

w
w
.hab.de/de/hom

e/w
issenschaft

/forschungsprofil-und-projekte/erschliessung-des-briefw
echsels-von-johann-valentin-andreae-1586-1654.htm

l

（
二
〇
一
八

年
二
月
二
八
日
閲
覧
）

十

Early
M

odern
Letters

O
nline

(EM
LO

)http
://em

lo.bodleian.ox.ac.uk/
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
閲
覧
）

十
一

注
六
を
参
照
。
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十
二

ibid.,S.360-361.
十
三

Selbstbiographie
Joh.

V
alentin

A
ndreä ’s,

aus
dem

M
anuscripte

übersetzt
und

m
it

A
nm

erkungen
und

Beilagen

begleitet
von

Prof.[D
avid

Christoph]Seybold.W
interthur:Steiner

1799.cf.A
ndreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.1,1,

2012,S.7.

十
四

カ
ル
フ
な
ど
で
の
記
念
行
事
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
年
表
や
家
系
図
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。Johann

V
alentin

A
ndreä

1586-1654
:Le-

ben,
W

erk
und

W
irkung

eines
universellen

G
eistes;A

usstellung
zum

400.G
eburtstag

in
Zusam

m
enarbeit

der
E
van-

gelischen
K
irchengem

einde
Calw

,des
Landeskirchlichen

A
rchivs

Stuttgartund
der

G
ro
�en

K
reisstädte

Calw
,H

erren-

berg
und

V
aihingen

an
der

E
nz.K

atalog.Bad
Liebenzell:K

om
m
issionsverlag

Bernhard
Gengenbach,1986.

こ
の
行
事

で
の
講
演
は
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。Friedrich

Bran
(H

rsg.),
Johann

V
alentin

A
ndreä,

1586-1654
:ein

universaler

G
eistdes

17.Jahrhunderts
in

internationaler
Sicht.Bad

Liebenzell:
B.Gengenbach,1987.

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヘ
ル
メ
ス

哲
学
図
書
館
で
の
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
は
以
下
。Carlos

Gilly
und

Bibliotheca
Philosophica

H
erm

etica
(H

rsg.),Johann
V
alen-

tin
A
ndreae:1586-1986

;D
ie

M
anifeste

der
R
osenkreuzerbruderschaft;K

atalog
einer

A
usstellung

in
der

Bibliotheca

Philosophica
H
erm

etica.2.A
ufl.A

m
sterdam

,1987.

十
五

Carlos
Gilly

und
Bibliotheca

Philosophica
H
erm

etica
(H

rsg.),Cim
elia

R
hodostaurotica

:die
R
osenkreuzer

im
Spiegel

der
zw

ischen
1610

und
1660

entstandenen
H
andschriften

und
D
rucke;A

usstellung
der

Bibliotheca
Philosophica

H
er-

m
etica

A
m
sterdam

und
der

H
erzog-A

ugust-Bibliothek
W

olfenbüttel.A
m
sterdam

:In
de

Pelikaan,1995.

十
六

Bibliotheca
Philosophica

H
erm

etica
(H

rsg.),R
osenkreuz

als
europäisches

Phänom
en

im
17.

Jahrhundert:A
kten

und

Beiträge
anlä ß

lich
des

K
ongresses

W
olfenbüttel23.-25.N

ovem
ber

1994.A
m
sterdam

:In
de

Pelikaan,2002.

十
七

Richard
van

D
ülm

en,
D
ie

U
topie

einer
christlichen

G
esellschaft:Band

1.
Johann

V
alentin

A
ndreae

(1586-1654).
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Stuttgart-Bad
Cannstatt:From

m
ann-H

olzboog,1978.

デ
ュ
ル
メ
ン
は
薔
薇
十
字
文
書
お
よ
び
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ポ
リ
ス
』
の
翻
訳
も
編
集
し
て
い
る
。Fam

a
fraternitatis

(1614)Confessio

fraternitatis
(1615)Chym

ische
H
ochzeit:ChristianiR

osencreutz.A
nno

1459
(1616).Stuttgart:Calw

er,1973
;Johann

V
alentin

A
ndreae,Christianopolis.Stuttgart:Calw

er,1972.

十
八

John
W

arw
ick

M
ontgom

ery,Cross
and

Crucible:Johann
V
alentin

A
ndreae

(1586-1654)Phoenix
ofthe

T
heologians.

V
ol.1

A
ndreae ’s

life,w
orld

view
,and

relations
w
ith

Rosicrucianism
and

alchem
y
;V

ol.2
T
he

Chym
ische

H
ochzeit.

H
ague

:M
.N

ijhoff,1973.

十
九

注
四
を
参
照
。

二
十

M
artin

Brecht,Johann
V
alentin

A
ndreae,1586-1654

:eine
Biographie.Göttingen

:V
andenhoeck

&
Ruprecht,2008.

二
十
一

以
下
で
紹
介
す
る
三
つ
の
文
書
と
「
全
世
界
の
普
遍
的
か
つ
総
体
的
改
革
」
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
著
作
集
第
三
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

A
ndreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.3,2010.

ま
た
日
本
語
訳
は
、
種
村
訳
『
化
学
の
結
婚
』（
付
録
と
し
て
「
名
声
」「
告
白
」
お

よ
び
「
全
世
界
の
普
遍
的
か
つ
総
体
的
改
革
」
を
含
む
）
を
参
照
の
こ
と
。

二
十
二

薔
薇
十
字
運
動
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
的
な
伝
統
と
は
異
な
る
系
譜
に
属
す
る
宗
教
的
伝
統
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
そ
の
数
を
増
し
て
き
て
い
る
。
中
で
も
、
イ
エ
イ
ツ（Frances

A
.Y

ates

）の
研
究（R

osicrucian

E
nlightenm

ent.
London

:Routledge
&

K
egan

Paul,
1972

（
フ
ラ
ン
セ
ス
・
Ａ
・
イ
エ
イ
ツ
『
薔
薇
十
字
の
覚
醒

隠
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
』
山
下
知
夫
訳
、
工
作
舎
、
一
九
八
六
年
））
は
、
薔
薇
十
字
運
動
を
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
複
雑
な
政
治

状
況
と
の
関
連
の
中
で
描
き
な
が
ら
、
そ
の
思
想
な
い
し
志
向
を
啓
蒙
運
動
に
繋
が
る
思
想
史
お
よ
び
学
問
史
に
位
置
づ
け
た
点
で
画
期

的
で
あ
り
、
日
本
を
含
め
て
広
範
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
イ
エ
イ
ツ
が
利
用
し
た
資
料
や
解
釈
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。Carlos

Gilly,“D
ie

Rosenkreuzer
als

europäisches
Phänom

en
im

17.Jahrhundert

－17－



und
die

verschlungenen
Pfade

der
Forschung”,in

:R
osenkreuz

als
europäisches

Phänom
en

im
17.Jahrhundert.S.

22-24,A
nm

.10.

二
十
三

こ
の
文
書
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
作
家
ボ
ッ
カ
リ
ー
ニ
（T

rajano
Boccalini

一
五
五
六
〜
一
六
一
三
）
の
小
説
『
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
報

告
』
か
ら
の
抜
粋
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
四

Gilly,Cim
elia

R
hodostaurotica,

S.25-29

。
「
名
声
」
へ
の
言
及
と
し
て
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
一
六
一
〇
年
に
「
名
声
」
を

入
手
し
た
と
い
う
ハ
ス
ル
マ
イ
ア
ー
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。

二
十
五

種
村
訳
『
化
学
の
結
婚
』、
一
八
八
頁
。

二
十
六

前
掲
書
、
二
一
六
〜
二
一
七
頁
。「
告
白
」
で
は
、
友
愛
団
の
思
想
内
容
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ

ツ
の
生
没
年
に
関
す
る
補
足
が
あ
り
、
一
三
七
六
年
に
生
ま
れ
て
一
〇
六
歳
ま
で
生
き
た
と
さ
れ
る
。

二
十
七

前
掲
書
、
二
三
二
〜
二
三
五
頁
。

二
十
八

van
D
ülm

en,D
ie

U
topie

einer
christlichen

G
esellschaft,S.64f.

二
十
九

Gilly,Rosenkreuzer
als

europäisches
Phänom

en,S.20.

三
十

ロ
ラ
ン
・
エ
デ
ィ
ゴ
フ
ェ
ル
『
薔
薇
十
字
団
』
田
中
義
広
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
一
年
、
十
二
頁
。

三
十
一

Gilly,Rosenkreuzer
als

europäisches
Phänom

en,S.21f.

三
十
二

Breht,Joann
V
alentin

A
ndreae,S.80-85.

三
十
三

た
だ
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
が
埋
葬
さ
れ
た
一
四
八
四
年
に
生
ま
れ

て
す
ら
い
な
か
っ
た
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
本
が
地
下
室
に
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
、
最
初
か
ら
架
空
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。

三
十
四

A
dreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.4,2018.
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三
十
五

ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
思
想
史
的
省
察
』
月
森
左
知
訳
、
新
評
論
、
一
九
九
七
年
、
一
一
三
頁
。

三
十
六

前
掲
書
、
一
一
四
頁
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
さ
ら
に
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
に
比
べ
て
、
ベ
ー
コ
ン
と
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
「
二
流
の
誹
り
を
免
れ

な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

三
十
七

同
右
。

三
十
八

T
hom

as
Schölderle,G

eschichte
der

U
topie:eine

E
inführung.2.,überarbeitete

und
aktualisierte

A
uflage.K

öln
;W

e-

im
ar;W

ien
:Böhlau

V
erlag,2017.

三
十
九

ibid.,S.67-84.

四
十

シ
ュ
テ
ィ
ブ
リ
ン
は
『
エ
ウ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
に
関
す
る
短
い
報
告
（Com

m
entariolus

de
Eudaem

onensium
Republica

）』（
一

五
五
五
年
）
と
い
う
「
ド
イ
ツ
最
初
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
」
を
書
い
た
。
こ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。
副
島
美
由
紀

「
反
宗
教
改
革
時
代
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
カ
ス
パ
ー
ル
・
シ
ュ
テ
ィ
ブ
リ
ン
の
『
エ
ウ
ダ
イ
モ
ン
国
見
聞
記
』」
小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究

第
一
〇
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
五
七
〜
八
一
頁
。

四
十
一

Schölderle,G
eschichte

der
U
topie,S.73-78.

四
十
二

本
項
目
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
伝
記
お
よ
び
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
（
注
十
四Johann

V
alentin

A
ndreä

1586-1654

）
を
参
照
し
た
。

四
十
三

A
nreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.1,2,S.52-55.

四
十
四

A
dreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.1,2,S.174f.

四
十
五

cf.Roland
Edighoffer,“Einleitung”,in

:A
ndreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.3,2010,S.8-10.

四
十
六

Johann
V
alentin

A
ndreä

1586-1654,S.38f.

四
十
七

A
ndreae:G

esam
m
elte

Schriften,Bd.1,1,S.65-67.

四
十
八

Edighoffer,Einleitung,S.10f.;Brecht,Johann
V
alentin

A
ndreae,S.30f.
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四
十
九

Brecht,Joann
V
alentin

A
ndreae,S.65-92

;Gilly,Rosenkreuzer
als

europäisches
Phänom

en
;Edighoffer,Einleitung,

S.18-25.
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